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（1）令和 5年度文化財関係事業報告  

 

ア 文化財の指定について 

 

 

 

イ 文化財の管理について 

(ア) 指定文化財の現状変更許可申請について 

a 国指定天然記念物 オカヤドカリ(昭和 45 年 11 月 12 日指定) 

(a) 所 在 地 浜田市久代町 1117 番地 2 

(b) 所 有 者 公益財団法人しまね海洋館 

(c) 申 請 者 公益財団法人しまね海洋館 理事長 島田 一嗣 

(d) 現状変更を必要とした理由 

島根県立しまね海洋館にて、新江ノ島水族館で保管飼育していたムラサキオカヤ

ドカリ 100 個体の譲渡を受け、移動して展示したため。 

(e) 現状変更の内容とその影響 

   新江ノ島水族館より島根県立しまね海洋館へ、ムラサキオカヤドカリ 100 個体を

移動し、展示した。80ｃｍ水槽にて展示。新江ノ島水族館職員が搬出、島根県立

しまね海洋館職員が搬入した。看視等は島根県立しまね海洋館飼育担当職員が対

応を行った。 

  (f) 期 間 令和 5年 9月 15 日(許可日)～令和 5年 9月 23 日 

       移管・展示は令和 5年 9月 22～23 日に実施済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日 指定書番号 種別 名称 員数 所在地 保持者 概　　　　要

令和5年7月27日 第1013号 無形 石見神楽蛇胴製作技術 1件
浜田市熱田町
1319-2

植田　倫吉

明治30年代に浜田市にお
いて発生した100年以上続
く技術であり、この技術に
より製作された蛇胴は石見
神楽の今日の隆盛をもた
らした。

譲り受けた輸送個体 展示水槽正面 



b 市指定天然記念物「金城の巨樹銘木 山藤のクロマツ(平成 5年 3月 31 日指定)」   

(a) 所 在 地 浜田市金城町今福 111 

(b) 所 有 者 個人 

(c) 申 請 者 個人 

(d) 現状変更を必要とした理由 

伐採-マツクイムシの侵入により指定樹全体が枯死しており、放置すれば、枝の落下や倒

木により、周辺に重大な影響を及ぼす恐れがあった。また、該当地は道路に面してお

り、車の通行・歩行者の通行もあるため、安全のため根本から伐採する必要があった

ため。 

(e) 現状変更の内容とその影響 

   伐採・高所作業‐クレーン高所作業車により枝打ちを行い、樹高約 20m の幹を分割して根

元まで切り戻した。根株については影響がないため残した。 

(f) 期 間 令和 5年 12 月 13 日(許可日)～令和 6年 2月 2日 

       枯れ枝の切り戻しは令和 6年 2月 2日に実施済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切り戻し後状況(遠景) 

伐採前の状況(近景) 伐採前の状況(遠景) 

切り戻し後状況（近景） 



(イ) 指定文化財の所在場所の変更について 

 
 

(ウ) 文化財保存事業補助金について 

 a 維持管理 

  ・文化財周辺の草刈(15 件) 

    周布古墳、黄長石霞石玄武岩 2件、石見国分寺跡、石見国分尼寺跡、鳶巣城跡、 

正法寺奥の院、片山古墳、笠取の墓、笠松峠の石畳路、千年比丘 1号墳、 

波佐一本松城跡、海老谷桜、新開のモッコク、常磐山の杉 

  ・樹木の剪定(1件) 

    周布古墳 

b 管理 

  ・防犯カメラの設置(1 件) 

    脇差・太刀・刀(石見安達美術館) 

  ・消火器の購入(1件) 

    紙本墨書大般若経(宝福寺) 

 

(エ) 文化財の防犯・防火について 

昨今、火災や盗難による文化財の被害が相次いで発生し、文化財の防火・防犯の観点 

から、文化庁・消防庁から再三にわたり注意喚起が行われている。それを受け、当教育 

委員会においても市消防本部・島根県教育委員会文化財課と連携し、対応を行っている。   

  

a 第 70 回文化財防火デー(消火器・報知機等の点検) 

  ・実施日 令和 6年 1月 26 日(金) 

  ・場 所 多陀寺(生湯町)   県指定有形文化財  木造天部像群 

       心覚院(松原町)   国指定有形文化財 阿弥陀如来立像 

       宝福寺(大辻町)   市指定有形文化財 紙本墨書大般若経 

       龍泉寺(田町)    市指定有形文化財 紙本著色仏涅槃図 

   この他の各有形文化財所有者に対しては、防犯・防火への注意喚起文書を送付した。 

 

 

No. 指定区分 名称 申請日 申請者 変更後の所在場所
変更しようとする

年月日
理由

1 市 自唐鐘浦至長浜浦海岸絵図 R5.5.15
島根県立古代出雲歴史

博物館館長

出雲市大社町杵築東99-4

島根県立古代出雲歴史博物館
R5.6.5～R5.9.30 展覧会出品

2 市 諸国御客船帳 R5.5.15
島根県立古代出雲歴史

博物館館長

出雲市大社町杵築東99-4

島根県立古代出雲歴史博物館
R5.6.5～R5.9.30 展覧会出品

3 県 紙本墨画淡彩大麻山縁起 R5.7.14 大麻山神社
浜田市三隅町古市場589

石正美術館
R5.8.20～R5.11.30 展覧会出品

4 市 獅子頭 R5.7.24 石正美術館館長
浜田市三隅町古市場589

石正美術館
R5.8.20～R5.11.30 展覧会出品

5 市 銅造誕生釈迦仏立像 R5.7.24 石正美術館館長
浜田市三隅町古市場589

石正美術館
R5.8.20～R5.11.30 展覧会出品



ウ 文化財の活用について 

(ア) 文化財説明板の修繕(予定含む) 

   ・国史跡(1 件) 

周布古墳 

・県指定(5 件) 

紙本墨書大般若経(龍雲寺)、常磐山の杉、長安本郷の八幡宮並木杉 
 木造雨宝童子立像(正法寺)、木造薬師如来坐像(正法寺) 

   ・市指定(9 件) 

紺紙金泥金剛経(龍雲寺)、伝空海筆十三佛画幅(龍雲寺)、笠松峠の石畳路 
奥の院(正法寺)、廓英法師墓、大麻山神社道中石(2 件)、お葉付き銀杏、笠取りの墓、 
寺尾用水隧道 

   ・未指定(15 件) 

旧浜田県庁表門、御便殿、伝三隅兼連の五輪塔(正法寺)、針藻城跡、矢原城跡、 
     久仁の墓、京山経塚、広島街道と今市駅、坂本経塚、山ノ内古墳群、 

正蓮寺山門、早水渓谷、尼御前城跡、やつおもて古墳群、重富廃寺跡  

 

(イ) 旧浜田県庁表門修繕 

    令和 3 年 8 月の台風 9 号の倒木により、屋根西側が損壊し、仮修繕を行っていた旧浜

田県庁表門の修繕を実施した。 

    修繕期間：令和 5年 9月 8日～令和 6年 3月 15 日 

    事 業 費：4,887,300 円 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕前 

修繕後 

 



(ウ) 講演・授業等の普及活動について 

   各種研修会等の派遣要請により、39件の講演・授業を行った。(令和 6 年 3 月 1 日現在) 

 

(小学校 12 件・中学校 3 件・山びこ学級 6 件、大学 4 件、まちづくりセンター2 件、その他団体等 12 件) 

日　付 内　容　・　タイトル 団　　体 人数 派遣職員

1 5月11日 「日本遺産外ノ浦の歴史」 山びこ学級 6 濱松

2 5月18日 「北前船について」 山びこ学級 5 濱松

3 5月25日 「外ノ浦現地見学」 山びこ学級 7 濱松

4 5月20日 浜田城資料館見学 市地域活動支援課 72 川本

5 5月28日 浜田城資料館見学 市地域活動支援課 40 川本

6 6月7日 北前船寄港地・外ノ浦の見学 雲雀丘小学校 7 川本

7 6月11日 周布古墳まつり 治和町壮年部六親会 30 松田

8 6月28日 ふるさと学習(浜田城・北前船)第1回目 浜田市立第三中学校 16 藤田

9 6月29日 浜田城資料館・浜田城の見学 雲雀丘小学校 7 川本

10 7月4日 ふるさと学習(浜田城・北前船)第2回目 浜田市立第三中学校 16 藤田

11 7月10日 郷土資料研修会講師派遣 中央図書館 30 鍵本

12 7月13日 文化財子ども塾 松原小学校 15 藤田

13 7月22日 三隅資料館見学 (株)高島屋呉服店 14 松田

14 7月23日 三隅資料館見学 (株)高島屋呉服店 14 松田

15 9月5日 ふるさと学習(浜田城・北前船)第3回目 浜田市立第三中学校 16 藤田

16 9月7日 浜田城について1 山びこ学級 7 濱松

17 9月14日 総合的な学習(昔の浜田の港、北前船) 雲雀丘小学校 7 川本

18 9月14日 浜田城について2 山びこ学級 7 濱松

19 9月21日 浜田市の歴史を学ぶ 浜田地区ろうきん友の会 13 川本

20 9月20日 浜田城について3 山びこ学級 7 濱松

21 9月29日 文化財子ども塾 雲雀ヶ丘小学校 13 藤田

22 10月12日 文化資源を活用した地域づくり 島根県立大学地域政策学部 13 藤田

23 10月26日 社会科授業（中世） 雲雀ヶ丘小学校 13 川本

24 11月2日 文化資源を活用した地域づくり 島根県立大学地域政策学部 13 藤田

25 11月15日 石見畳ヶ浦見学会(理科校外学習) 周布小学校 20 川本

26 11月20日 ふるさと学習 雲雀丘小学校 7 川本

27 11月22日 古浪漫道（城下町歩き） 浜田・石見まちづくりセンター 23 松田

28 11月22日 一ノ瀬鈩跡等の現地見学 福栄文化遺産活用保存会 8 藤田

29 11月25日 浜田城見学会 浜田城資料館 19 藤田

30 11月30日 文化資源を活用した地域づくり 島根県立大学地域政策学部 13 藤田

31 11月30日 社会科授業（近世） 雲雀丘小学校 13 川本

32 12月21日 文化資源を活用した地域づくり 島根県立大学地域政策学部 13 藤田

33 1月17日 戦国末期の金城 雲城まちづくりセンター 45 川本

34 1月15日 社会科授業(近・現代) 松原小学校 18 濱松

35 1月29日 社会科授業(現代) 松原小学校 18 濱松

36 2月3日 幕末維新期の浜田城について 島根県古代文化センター 15 藤田

37 2月3日 浜田藩概略 島根県古代文化センター 15 鍵本

38 2月4日 浜田城現地見学 島根県古代文化センター 15 藤田

39 2月21日 弥栄小学校3・4年生社会科授業 弥栄小学校 15 松田



エ 埋蔵文化財関係について 

(ア) 市内遺跡発掘調査事業(国庫補助事業) 

a 矢原川ダム建設事業に伴う試掘調査 

（a）調 査 地：三隅町矢原地内 

（b）調査期間：令和 5年 10 月 2 日～11 月 20 日 

（c）調査面積：9㎡(3.0ｍ×1.5ｍ×2トレンチ) 

（d）調査結果：両トレンチとも明確な埋蔵文化財の痕跡は確認されず、開発に対して本調査

は不要と判断される。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)分布調査 

  開発協議に伴い 25件の分布調査を実施した。(令和 6年 3月 5日現在) 

 

(ウ)文化財保護法に係る届出・通知について 

・埋蔵文化財発掘の通知 1 件 

 対象遺跡：山陰道(L230)・浜田広島街道(L231) 

 工事内容：浜田市公共下水(浜田処理区) 
 指導内容：工事立会 

 

 

調査位置図 

試掘調査

地 

試掘トレンチ 1 完掘状況 

試掘トレンチ 2 完掘状況 



オ 市誌編纂事業について 

（ア） 活動目的 

新浜田市を範囲とするため、旧市町村時代での歴史資料を収集し、整理することを 

業務目的とする。 

 

（イ） 活動内容 

a 近世資料の整理（目録作成など） 

（a）旭歴史民俗資料館文書目録作成（No.920 まで）➡継続 

（b）故井上厚史氏収集資料目録（No.8 まで）➡継続 

（c）土居・石田家文書Ⅱ（金城支所分）（No.53 まで）➡継続 

（d）真光町『宇野屋・俵家文書』目録作成（No.276 まで）➡継続 

（e）中村英一郎文書（郷土資料館蔵）目録作成（No.53）➡終了 

b 近世史料の翻刻など 

  〇石見／三保 三隅浦漁村史料（国文学研究所蔵） 多数 

  〇那賀郡西部七浦古文書寫 多数 

  〇『濱田御城覚書』（川越・光西寺文書＆川越市立図書館蔵） 

  〇『竹村丹後守殿ゟ古田大膳殿江御引渡幷御領分中諸事抜書帳』 

〇唐鐘公民館文書 3点 

  〇安達美術館文書 5 点 

〇和木町・小川家文書 3 点 

  〇十念寺文書 12 点 

  〇中村英一郎文書（郷土資料館蔵） 3点 

  〇都茂・廣兼文書 6 点 

  〇桑原韶一氏収集谷田家文書 11 点 

  〇谷田家文書（浜田市図書館蔵） 4点 

  〇谷田家文書（郷土資料館蔵） 6 点 

  〇谷田家文書（島根県県立図書館蔵） 18 点 

c 資料調査・撮影 

（a）三隅町・上大橋家 

・実施日時 4 月 27 日、6月 23 日、7月 19 日 

・撮影資料 江戸時代の医師大橋仰軒の蔵書など 

（b）美都町・廣兼家文書  

・実施日時 5 月 15 日、7月 2日、11 月 1日 

・撮影資料 浜田藩の御用紙作製に関わる史料 

（c）益田・中須自治会館文書  

・実施日時 11 月 21 日 

・撮影資料 益田組浦の代表的な浦に残る史料 

（d）松尾信裕氏による浜田市街地のフィールドワーク  

・実施日時 1 月 10 日 

・調査内容 背割下水遺構などの近世町割 



 


